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何
を
財
宝
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令
和
三
年
一
月
法
話 

薬
師
寺 

管
主  

加 

藤 

朝 

胤 

 

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教 

バ
ラ
モ
ン
教
か
ら
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
や
カ
ー
ス
ト
制
度
を
引
き
継
ぎ
、
土
着
の
神
々
や
崇
拝
様
式

を
吸
収
し
な
が
ら
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
き
た
多
神
教 

紀
元
前
二
千
年
頃
に
ア
ー
リ
ア
人
が
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
か
ら
イ
ン
ド
北
西
部
に
侵
入 

ア
ー
リ
ア
人
は
紀
元
前
千
五
百
年
頃
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
を
成
立
さ
せ
バ
ラ
モ
ン
教
を
信
仰 

 

紀
元
前
五
世
紀
頃
バ
ラ
モ
ン
教
は
民
間
の
宗
教
を
受
け
入
れ
同
化
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
へ
と

変
化 

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
、
イ
ン
ド
の
民
族
宗
教
と
し
て
民
衆
に
浸
透 

神
々
へ
の
信
仰
と
同
時
に
輪
廻
や
解
脱
を
説
く 

身
分
（
ヴ
ァ
ル
ナ
）・
職
業
（
ジ
ャ
ー
テ
ィ
）
に
よ
り
カ
ー
ス
ト
制
度
等
を
特
徴
と
す
る
宗
教 

 

 

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
三
大
神
は
佛
教
に
取
り
込
ま
れ
信
仰
さ
れ
る 

 

創
造
の
神 

ブ
ラ
フ
マ
ー 

g
e
n

e
ra

te
 

生
み
出
す
、
作
り
出
す
生
成
す
る 

宇
宙
、
世
界
に
実
存
、
実
在
の
場
を
与
え
る
神 

神
や
人
が
実
存
し
て
い
る
の
な
ら
ば
ブ
ラ
フ
マ
ー
の
働
き
に
よ
る 

梵
天 

 
 

サ
ラ
ス
ワ
テ
ィ
ー
は
ブ
ラ
フ
マ
ー
神
の
妃 

弁
財
天 

 

維
持
の
神 

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ 

o
rg

a
n

iz
e

  

組
織
化
を
図
る
こ
と
、
構
築
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

宇
宙
、
世
界
の
維
持
、
平
安
を
司
る 

美
と
豊
穣
の
神 

世
界
維
持
の
神
、
慈
愛
の
神
、
毘
盧
遮
那
、
盧
遮
那 

ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
の
妃 

富
と
幸
運
の
女
神
で
吉
祥
天 

 

破
壊
の
神 

シ
ヴ
ァ 

 
 
 
 d

e
s
tro

y
 

破
壊
す
る 

宇
宙
、
世
界
か
ら
創
造
さ
れ
た
寿
命
が
尽
き
た
時
に
破
壊
、
破
滅
を
司
る
神 

 

イ
ン
ド
神
話
に
登
場
す
る
多
く
の
神
々 

 

功
徳
天
、
吉
祥
天
と
翻
訳
さ
れ
た
女
神
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
は
、
イ
ン
ド
で
は
佛
教
が

成
立
す
る
前
か
ら
存
在
す
る
イ
ン
ド
神
話
に
功
徳
が
説
か
れ
て
い
る 

 

紀
元
前
五
世
紀
に
起
き
た
佛
教
は
、
イ
ン
ド
神
話
に
登
場
す
る
多
く
の
神
々
を
社

会
生
活
を
守
護
す
る
神
様
達
と
し
て
取
り
入
れ
た 

 

梵
天
、
帝
釈
天
、
弁
財
天
、
大
黒
天
、
韋
駄
天
等
天
部
と
言
わ
れ
る
諸
尊
は
、
全

て
イ
ン
ド
神
話
に
登
場
す
る
神
々 
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中
国
に
お
け
る
吉
祥
天
信
仰 

 

『
金
光
明
経
』
四
巻 

四
一
二
～
四
二
一
頃 

曇
無
讖
「
功
徳
天
」
と
漢
訳 

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
十
巻 

唐
の
長
安
三
年
（
七
〇
三
）
義
浄
（
六
三
五
～
七
一
三
）
訳 

 

義
浄
（
ぎ
じ
ょ
う
）
唐
代
の
僧
侶 

海
路
で
印
度
へ
渡
り
、
鹿
野
苑
や
祇
園
精
舎
を
巡
拝
し
、
帰
路
も
再
び
海
路
で
証
聖
元
年
（
六

九
五
）
帰
国 
二
十
五
年
間
に
三
十
余
国
を
遊
歴
し
、
四
百
部
、
五
十
万
頌
の
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
経
律
論
や
金
剛
座
、
更
に
舎
利
三
百
粒
な
ど
を
齎
し
、
三
蔵
法
師
と
し
て
敬
称
し
尊
敬

さ
れ
る 

則
天
武
后
は
、
義
浄
の
帰
国
の
際
は
自
ら
洛
陽
の
上
東
門
外
に
出
迎
え
歓
待
し
、
帰
国
後
は

則
天
武
后
の
庇
護
の
も
と
佛
典
の
漢
訳
に
専
心 

 

国
家
事
業
と
し
て
洛
陽
や
長
安
で
訳
経 

漢
訳
経
典
は
五
十
六
部
二
百
三
十
巻 

義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
は
、
吉
祥
天
と
翻
訳
さ
れ
信
仰
は
更
に
盛
ん
と
な
る 

 

道
慈
（
ど
う
じ
）『
金
光
明
最
勝
王
経
』
は
、
渡
唐
僧
で
あ
る
道
慈
に
よ
り
日
本
に
齎
さ
れ
る 

道
慈
律
師
は
、
南
都
大
安
寺
の
僧
で
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
第
八
次
遣
唐
使
船
で
唐
へ
渡
り
、

西
明
寺
に
住
し
佛
教
の
研
鑽
を
積
む 

養
老
二
年
（
七
一
八
）
十
五
年
に
及
ぶ
留
学
生
活
、
第
九
次
遣
唐
使
の
船
で
帰
国 

 

日
本
に
於
け
る
功
徳
天 

吉
祥
天
の
登
場 

『
日
本
書
紀
』 

天
武
天
皇
五
年
（
六
七
六
）
十
月
二
十
日
『
金
光
明
経
』
の
講
説
に
よ
り
五
穀
豊
穣
を
祈
願 

持
統
天
皇
八
年
（
六
九
四
）
五
月
十
一
日
『
金
光
明
経
』
百
部
を
諸
国
に
送
り
、
毎
年
一
月

七
日
又
は
八
日
に
必
ず
『
金
光
明
経
』
を
読
誦 

 

吉
祥
天
の
信
仰 

奈
良
時
代
に
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
が
日
本
に
将
来
さ
れ
て
か
ら
盛
ん
と
な
る 

但
し
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
は
吉
祥
天
の
像
容
は
説
か
れ
て
い
な
い 

具
体
的
像
容
は
、『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
十
「
功
徳
天
法
」
・『
毘
沙
門
天
王
経
』
を
典
拠 

 

頭
に
宝
冠
を
被
り
、
蔽
膝
と
い
う
中
国
の
高
貴
な
女
性
の
衣
装
を
身
に
付
け
、
瓔
珞
を
掛
け
、

左
手
に
如
意
宝
珠
を
持
ち
、
右
手
は
垂
下
し
て
与
願
印
を
結
ぶ
立
像 

吉
祥
天
の
表
す
与
願
印
は
、
衆
生
の
願
い
を
聞
き
届
け
成
就
さ
せ
る
事
を
示
す
行
動
の
現
れ 

『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
第
十
に
は
、
像
の
身
長
は
、
一
尺
三
寸
五
分
、
身
は
端
正
で
赤
白
色
で

二
臂
、
種
々
の
瓔
珞
・
環
釧
・
耳
璫
・
天
衣
・
宝
冠
作
り
、
左
手
に
如
意
宝
珠
を
執
り
、
右

手
を
与
願
印
と
し
、
台
座
上
に
座
る 

薬
師
寺
の
吉
祥
天
は
像
高
が
四
十
セ
ン
チ
弱
で
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
説
か
れ
る
一
尺
三
寸

五
分
に
当
た
る 

天
下
泰
平
・
風
雨
順
次
・
五
穀
豊
穣
・
兆
民
快
楽
・
十
方
有
情 

福
と
富
を
齎
し
、
豊
穣
と
幸
運
を
司
る
女
神
と
し
て
深
く
信
仰 
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奈
良
時
代
に
将
来
さ
れ
た
『
金
光
明
最
勝
王
経
』 

 
道
慈
律
師
に
よ
り
将
来
さ
れ
た
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
は
、
天
平
六
年
（
七
三
四
）
大
極
殿
に

於
い
て
初
め
て
講
説
が
行
わ
れ
る 

更
に
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
に
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』

に
基
づ
い
て
金
光
明
四
天
王
護
国
之
寺
と
呼
ば
れ
る
国
分
寺
の
造
営
の
詔
が
出
さ
れ
る 

奈
良
時
代
に
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
対
す
る
信
仰
が
高
ま
り
を
見
せ
る 

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
を
も
と
に
悔
過
行
が
執
行
さ
れ
る 

 吉
祥
悔
過
の
法
会 

『
続
日
本
紀
』 

 

神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
正
月
八
日
、「
機
内
七
道
諸
国
に
勅
し
、
一
・
七
日
間
各
国
分
金
光

明
寺
に
於
い
て
吉
祥
天
悔
過
之
法
を
行
い
、
こ
の
功
徳
に
よ
り
天
下
太
平
、
風
雨
順
時
、
五
穀

成
熟
、
兆
民
快
楽
、
十
方
有
情
同
じ
く
此
の
福
に
霑
う
」
と
あ
り
、
諸
国
の
国
分
寺
で
正
月
八

日
か
ら
七
日
間
、
天
下
太
平
、
五
穀
豊
穣
、
除
災
増
益
、
国
家
安
穏
、
風
雨
順
次
な
ど
の
祈
願

を
目
的
に
吉
祥
悔
過
が
勤
め
ら
れ
る 

同
年
の
八
月
癸
巳
の
条 

神
護
景
雲
改
元
の
詔
「
去
る
正
月
に
二
・
七
日
の
間
諸
大
寺
の
大
法

師
を
奉
請
し
て
、
金
光
明
最
勝
王
経
を
講
讃
せ
し
め
、
ま
た
吉
祥
天
の
悔
過
に
奉
仕
せ
し
め
た
」

と
記
さ
れ
て
い
る 

諸
国
国
分
寺
に
つ
い
て
、
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
か
ら
は
、
正
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
講
読
と
吉
祥
悔
過
法
要
の
執
行
が
毎
年
の
恒
例
と
な
る 

 

薬
師
寺
の
吉
祥
天 

わ
が
国
に
伝
来
す
る
佛
画
で
独
立
し
た
日
本
最
初
の
佛
画 

 
 

 

薬
師
寺
吉
祥
天
像
は
一
般
の
佛
画
と
異
な
り
、
向
か
っ
て
右
方
に
穏
や
か
に
歩
み
を
進
め
る
よ

う
に
描
か
れ
て
い
る 

衣
の
裾
は
風
に
な
び
い
て
い
る
よ
う
な
動
き
の
あ
る
お
姿 

両
手
は
前
に
差
し
出
さ
れ
、
左
手
に
は
神
通
力
の
特
徴
の
持
物
で
あ
る
紅
い
如
意
宝
珠
を
持
し
、

右
手
は
伏
せ
て
胸
前
に
添
え
ら
れ
て
い
る 

 
 

顔
は
太
い
眉
や
肉
付
き
の
よ
い
頬
、
引
き
締
ま
っ
た
口
元
、
眉
目
の
特
徴
を
は
じ
め
、
美
し
い

髪
際
の
毛
描
き
や
頸
筋
の
描
き
方
等
、
唐
の
影
響
を
受
け
た
天
平
美
人
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
よ

う
に
豊
満
か
つ
艶
美
な
姿 

 
 

ふ
く
よ
か
に
表
現
さ
れ
た
肢
体
に
は
多
彩
な
衣
装
を
身
に
着
け
、
羅
の
よ
う
な
布
を
な
び
か
せ

截
箔
や
繧
繝
彩
色
を
併
用
し
て
宝
相
華
文
・
四
菱
文
・
宝
尽
文
等
の
彩
色
文
様
が
多
用 

 
 

作
画
は
、
目
の
細
か
い
麻
布
に
白
下
地
を
施
し
、
淡
墨
で
下
描
き
し
て
彩
色
し
、
截
箔
を
置
き

更
に
細
筆
で
画
き
起
こ
し
た
も
の
で
、
彩
色
部
分
の
全
体
に
わ
た
っ
て
半
透
明
の
物
質
（
荏
胡

麻
か
）
が
上
塗
り
さ
れ
顔
料
の
剥
落
止
め
を
果
た
し
て
い
る 

そ
の
為
千
二
百
年
を
超
え
た
今
で
も
鮮
や
か
な
色
彩
が
残
さ
れ
て
い
る 

 

吉
祥
天
の
功
徳
は
時
代
を
重
ね
る
に
連
れ
一
般
大
衆
化
す
る 
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薬
師
寺
に
お
け
る
吉
祥
悔
過
法
要 

大
晦
日
よ
り
七
日
に
至
る
七
ヶ
日
夜
は
休
丘
八
幡
宮
で
勤
め
、
翌
八
日
よ
り
十
四
日
の
七
ヶ
日

夜
は
金
堂
に
於
い
て
法
会
を
営
む 

宮
中
と
諸
国
国
分
寺
を
挙
げ
て
国
家
規
模
の
法
会
が
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
称
徳

天
皇
の
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
対
す
る
信
仰
と
、
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
政
権
の
中
枢
を
担
っ

た
道
鏡
が
深
く
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る 

称
徳
天
皇
朝
の
道
鏡
の
佛
教
政
策
に
よ
る
諸
国
の
吉
祥
悔
過
を
中
心
と
す
る
法
会
は
、
称
徳
天

皇
の
崩
御
に
伴
う
道
鏡
の
失
脚
後
の
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
直
ち
に
停
止
さ
れ
る 

宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
十
一
月
十
日
に
天
候
不
順
に
よ
る
飢
饉
が
起
こ
り
、
禍
を
除
く
た
め
宝

亀
四
年
（
七
七
三
）
正
月
に
一
ヶ
七
日
の
吉
祥
悔
過
を
復
活
さ
せ
、
恒
例
行
事
と
す
る
詔
が
出

さ
れ
る 

 

初
詣
（
は
つ
も
う
で
） 

新
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
幸
福
と
平
和
を
願
い
、
ふ
く
よ
か
な
姿
か
ら
女
性
美
に
あ
や
か
ろ
う

と
「
美
の
女
神
」
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
更
に
技
芸
の
上
達
を
願
う
ま
で
に
篤
い
信
仰
を
集
め
、

各
大
寺
の
吉
祥
天
像
を
巡
り
お
徳
に
あ
や
か
ろ
う
と
「
吉
祥
天
巡
り
」
が
盛
ん
に
な
る 

 

初
参
り
（
は
つ
ま
い
り
） 

新
年
に
神
社
を
参
詣
す
る
こ
と
を
「
初
詣
」
と
言
う
が
、
本
来
は
新
た
な
年
の
初
め
に
氏
神
様

を
参
詣
す
る
こ
と
「
初
参
り
」
は
元
来
「
年
籠
り
」（
と
し
ご
も
り
）
と
い
い
、
家
長
が
祈
願
の

た
め
に
大
晦
日
の
夜
か
ら
元
旦
の
朝
に
か
け
て
氏
神
の
社
に
籠
る
習
慣 

 

や
が
て
年
籠
り
は
、
大
晦
日
の
夜
の
「
除
夜
参
り
」
と
元
日
の
朝
の
「
元
日
参
り
」
と
の
二
つ

に
分
か
れ
、
元
日
参
り
が
今
日
の
「
初
参
り
」
の
原
形
と
な
る 

ま
た
現
在
で
も
、
除
夜
に
一
度
氏
神
に
参
拝
し
て
一
旦
家
に
帰
り
、
元
旦
に
な
っ
て
再
び
参
拝

す
る
と
い
う
地
方
が
あ
り
、
こ
れ
を
二
年
参
り
と
い
う 

人
間
が
生
活
を
営
む
住
ま
い
は
本
来
神
様
の
土
地
で
あ
っ
て
、
使
用
に
際
し
一
年
の
感
謝
を
捧

げ
、
更
に
引
き
続
き
こ
の
土
地
を
今
年
も
一
年
間
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
と
お
願
い
の
挨
拶
に
伺

う
事 

使
用
許
可
を
得
て
契
約
の
更
改
を
し
、
そ
の
上
で
新
年
の
無
事
と
平
安
を
祈
願
す
る 

 

除
日
（
じ
ょ
じ
つ
） 

大
晦
日
は
一
年
の
最
後
の
日
で
、
古
い
年
を
除
き
去
り
、
新
年
を
迎
え
る
日
と
い
う
意
味
か
ら
、

「
除
日
」
と
い
い
、
そ
の
夜
な
の
で
「
除
夜
」
や
「
除
夕
」
と
い
う 

 恵
方
参
り
（
え
ほ
う
ま
い
り
） 

江
戸
時
代
末
期
ま
で
は
氏
神
と
そ
の
年
の
恵
方
の
神
社
佛
閣
に
参
拝 

明
治
以
降
に
有
名
な

神
社
佛
閣
へ
の
参
拝
が
一
般
化
す
る 

明
治
十
八
年
に
初
め
て
「
初
詣
」
と
し
て
新
聞
に
登
場 

電
鉄
会
社
が
沿
線
の
神
社
佛
閣
を
参
拝
を
乗
客
増
員
を
目
的
と
し
て
宣
伝 

鉄
道
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
珍
し
さ
と
楽
し
み
が
重
な
り
、
行
楽
優
先
に
な
り
有
名
な
神
社
佛

閣
を
お
参
り
す
る 

「
初
詣
」
は
鉄
道
網
の
郊
外
へ
の
延
伸
に
伴
い
明
治
中
期
に
確
立
し
た
新
し
い
行
事 


